
撃
は
第
３
次
連
隊
狙

撃
手
集
合
訓
練
と
し

て
、
各
中
隊
の
常
備

自
衛
官
及
び
普
通
科

中
隊
の
隊
員
で
破
壊

筒
に
よ
る
対
人
障
害

爆
破
と
対
戦
車
地
雷

の
爆
破
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
本
野
営
訓

練
と
併
せ
て
、
愛
知

及
び
岐
阜
の
各
地
方

連
隊
は
令
和
７
年
９
月
18
日
か

ら
22
日
の
間
、
東
富
士
演
習
場
に

お
い
て
令
和
７
年
度
第
４
次
連
隊

野
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
野
営
訓
練
は
１
２
０
㎜
迫
撃

砲
、
対
人
狙
撃
銃
射
撃
及
び
爆
破

訓
練
を
そ
れ
ぞ
れ
の
練
度
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

こ
の
際
、
第
３
次
連
隊
練
度
判
定

を
実
施
し
て
、
射
撃
を
含
む
攻
撃

に
お
け
る
重
迫
撃
砲
中
隊
の
行
動

に
つ
い
て
練
度
を
判
定
し
、
じ
後

広報紙 第１７１号
令和７年１０月８日
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広報班

（１）

第
３
次
連
隊
練
度
判
定

１
面

第
４
次
連
隊
野
営
訓
練

２
面

優
秀
隊
員
紹
介
、
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

１
２
０
㎜
迫
撃
砲
射
撃
、

     

対
人
狙
撃
銃
射
撃
、
爆
破
訓
練
を
実
施

１
２
０
㎜
迫
撃
砲
射
撃

対人狙撃銃射撃（即自）

第４９普通科連隊広報紙「よくゆく」 第１７１号 令和７年１０月 ８日発行

夜間射撃（１２０ｍｍ迫撃砲）

前進観測班（１２０ｍｍ迫撃砲） 弾薬を装填する副砲手（即自） 対人狙撃銃射撃 

爆破準備 導火線へ点火の瞬間

令和７年度第４次連隊野営訓練

(訓練公開)迫撃砲射撃訓練見学  

(訓練公開)板妻駐屯地資料館見学

の
進
歩
向
上
を
促
し
た
。

１
２
０
㎜
迫
撃
砲
射
撃
は
訓
練
招

集
さ
れ
た
即
応
予
備
自
衛
官
が
東
富

士
演
習
場
で
中
隊
と
合
流
し
た
の
ち
、

車
両
行
進
か
ら
陣
地
進
入
に
引
き
続

く
昼
夜
間
に
わ
た
る
実
射
訓
練
と
い

う
一
連
の
状
況
下
で
実
施
し
た
。
射

撃
指
揮
班
、
前
進
観
測
班
、
測
量
班

及
び
射
撃
小
隊
を
は
じ
め
と
し
た
各

部
署
に
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
が
配

置
さ
れ
常
備
自
衛
官
と
と
も
に
射
撃

任
務
を
遂
行
し
た
。
対
人
狙
撃
銃
射

協
力
本
部
と
連
携
し
、
連
隊
協

力
団
体
、
即
応
予
備
自
衛
官
雇

用
企
業
及
び
即
応
予
備
自
衛
官

志
願
者
に
対
す
る
訓
練
公
開
と

し
て
、
即
応
予
備
自
衛
官
が
参

加
す
る
１
２
０
㎜
迫
撃
砲
射
撃

訓
練
を
公
開
し
、
即
応
予
備
自

衛
官
制
度
へ
の
理
解
促
進
を

図
っ
た
。

主な
記事



（２）

Gallery Forty Nine 

第３次銃剣道集合訓練（９.３ 豊川）

「秋の豊橋まちなか歩行者天国」支援（９．２８ 豊橋）

駐屯地夏まつり（８．７ 豊川）転入者紹介行事（8.6豊川）「元気っす！へきなん」支援（８.２ 碧南）

J-SAM錬成射撃（８.１５ 東富士） 出頭駐屯地現況把握（８.２６ 春日井）

第３回連隊安全の日（９.２ 豊川） 即自招集訓練（９．９ 豊川）

「豊田大谷高校文化祭」支援（９．２７ 豊田）

栄

光

10
万
㎞

第
３
中
隊

２
曹

大
岡 

正
義

５
万
㎞

本
部
管
理
中
隊

３
曹

森
田 

怜
英

第
２
中
隊

２
曹

田
牧 

倫
也

３
曹

小
笠
原 

行
克

車
両
無
事
故
走
行
表
彰

令
和
７
年
度

陸
上
自
衛
隊
優
秀
隊
員

第
５
中
隊

即
２
曹

岡
山 

和
弘

令
和
７
年
度

秘
密
保
全
情
報
保
障
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
優
秀
作
品
表
彰

ポ
ス
タ
ー
の
部

１
位

重
迫
撃
砲
中
隊

即
２
曹

上
岡 
千
夏

２
位

第
１
中
隊

１
尉

小
田 

聡
司

標
語
の
部

１
位

第
１
中
隊

２
曹

井
上 

明
広

２
位

第
３
中
隊

２
曹

山
本 

祐
紀

陸
曹
上
級
課
程
履
修
前
教
育

令
和
７
年
度

中
部
方
面
混
成
団
優
秀
隊
員

第
５
中
隊

即
２
曹

岡
山 

和
弘
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連
隊
は
令
和
７
年
９
月
３
日

か
ら
９
日
の
間
、
豊
川
駐
屯
地

に
お
い
て
陸
曹
上
級
課
程
履
修

前
教
育
を
実
施
し
た
。

陸
曹
上
級
課
程
は
上
級
陸
曹

（
陸
曹
長
及
び
１
等
陸
曹
）
に

必
要
な
知
識
、
技
能
及
び
資
質

の
向
上
の
た
め
、
中
部
方
面
隊

で
は
第
４
陸
曹
教
育
隊
（
大

津
）
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
教
育
入
校
に
あ
た
り
、
履
修

前
教
育
が
行
わ
れ
、
連
隊
を
は

じ
め
と
し
て
豊
川
駐
屯
地
所
在

の
各
部
隊
か
ら
教
育
入
校
予
定

者
が
参
加
し
た
。
各
隊
員
は
、

行
動
時
の
根
拠
と
な
る
各
種
法

令
や
指
揮
手
順
な
ど
に
つ
い
て

の
座
学
の
ほ
か
、
術
科
訓
練
と

し
て
重
要
施
設
防
護
に
お
け
る

実
員
指
揮
や
状
況
判
断
を
演
練

し
、
教
育
入
校
に
お
け
る
基
礎

的
識
能
の
向
上
を
図
る
べ
く
、

積
極
的
に
教
育
に
臨
ん
だ
。

身
体
検
査
訓
練

第４回連隊安全の日（１０.１ 豊川）
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